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浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
が
二
〇
〇

五
（
平
成
十
七
）
年
度
よ
り
推
進
し
て
き
ま
し

た
『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』（
以
下
、『
聖
典
全

書
』）
全
六
巻
の
編�
�

纂�
�

事
業
が
本
年
三
月
を
も

っ
て
完
結
い
た
し
ま
し
た
。
お
よ
そ
十
五
年
に

わ
た
る
大
事
業
の
総
括
と
し
て
、
今
月
号
か
ら

四
回
に
わ
た
っ
て
報
告
し
て
ま
い
り
ま
す
。

各
巻
の
刊
行
年
度

最
初
の
刊
行
は
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
十

三
）
年
三
月
の
第
二
巻
「
宗
祖
篇
上
」
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
本
年
三
月
の
第
六
巻
「
補�

遺�

篇
」
に
至
る
各
巻
の
刊
行
年
度
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
三
月

第
二
巻
「
宗
祖
篇
上
」

二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）
年
三
月

第
一
巻
「
三�
�

経�
�
�

七�
�

祖�

篇
」

二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）
年
三
月

第
五
巻
「
相�
�

伝�
�

篇
下
」

二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
三
月

第
四
巻
「
相
伝
篇
上
」

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
三
月

第
三
巻
「
宗
祖
篇
下
」

二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）
年
三
月

第
六
巻
「
補
遺
篇
」

エ
ン
ジ
色
の
表
紙
、金
色
の
背
文
字

す
で
に
、
安�
�

居�

や
宗
門
関
係
学
校
、
そ
の

他
、
学
び
の
場
に
お
い
て
お
使
い
い
た
だ
い
て

い
る
方
も
多
く
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

『
聖
典
全
書
』
は
エ
ン
ジ
色
の
表
紙
に
、
燦�
�

然�
�

全六巻がそろった『浄土真宗聖典全書』
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

教
学
伝
道
研
究
室〈
聖
典
編
纂
担
当
〉

『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』完
結

第
１
回
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と
輝
く
金
色
の
背
文
字
が
目
印
で
す
。
実
は
、

こ
の
背
表
紙
の
「
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
」
の
文

字
は
、
す
べ
て
親
鸞
聖
人
の
筆
で
す
。
そ
れ
で

は
、
親
鸞
聖
人
が
「
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
」

と
、
ど
こ
か
に
お
書
き
に
な
ら
れ
て
い
た
か
と

い
う
と
、
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
文
字
ず
つ
を
、
本
派
本
願
寺
が
所
蔵
し

て
い
ま
す
親
鸞
聖
人
真�
�

筆�
�

の
お
聖�
�
�

教�
�
�や

名�
�
�

号�
�

か
ら
選
ん
で
組
み
合
わ
せ
た
も
の
な
の
で
す
。

「
浄
」「
土
」「
真
」「
典
」
は
『
唯�
�

信�
�

鈔�
�
�

』、

「
宗
」「
聖
」
は
『
浄�
�
�

土�

三�
�

経�
�
�

往�
�

生�
�
�

文�
�

類�
�

』、

「
全
」
は
『
観�
�

無�

量�
�
�

寿�
�

経�
�
�

註�
�
�

』、「
書
」
は

「
六
字
名
号
」
の
讃�
�

文�
�

か
ら
の
文
字
で
す
。
私

た
ち
が
親
し
む
べ
き
聖
典
の
題
字
が
、
親
鸞
聖

人
の
筆
だ
と
い
う
の
は
、
何
と
も
味
わ
い
深
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「
浄
土
真
宗
聖
典
」の
集
大
成

宗
門
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
「
浄
土
真

宗
聖
典
」
と
し
て
、
原
典
版
・
註
釈
版
・
現
代

語
版
が
編
纂
刊
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

こ
れ
ら
の
聖
典
は
、
浄
土
真
宗
の
教
義
の
根
幹

を
世
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
ま
す
。『
聖
典
全
書
』
は
、
こ
う
し
た

「
浄
土
真
宗
聖
典
シ
リ
ー
ズ
」
の
成
果
と
精
神

を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
新
た
な
編
纂
方
針
に
の

っ
と
り
、「
浄
土
真
宗
の
す
べ
て
の
聖
教
を
収

め
、
高
い
史
料
性
を
保
持
し
つ
つ
、
領�
�
�

解�

・

伝
道
に
活
用
で
き
る
聖
典
」
を
基
本
理
念
と
し

て
編
纂
さ
れ
ま
し
た
。『
聖
典
全
書
』
は
、
い

わ
ば
「
浄
土
真
宗
聖
典
」
の
集
大
成
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

『
聖
典
全
書
』の
主
な
内
容

『
聖
典
全
書
』
は
、
全
六
巻
、
計
百
八
十
を

超
え
る
聖
教
・
資
料
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
、
大
き
く
四
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

◇「
三
経
七
祖
篇
」（
第
一
巻
）

浄�
�
�

土�

三�
�

部�

経�
�
�

と
そ
の
異
訳
の
経
典
、
並
び

に
親
鸞
聖
人
に
至
る
ま
で
浄
土
真
宗
の
教
義
を

相
伝
さ
れ
た
、
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
の
七�
�

高�
�

僧�
�

の
論�
�

釈�
�
�。

◇「
宗
祖
篇
」
上
（
第
二
巻
）・
下
（
第
三
巻
）

上
巻
は
、『
教�
�
�

行�
�
�

信�
�

証�
�
�

』
を
は
じ
め
和�

讃�
�

や
御�

消�
�
�

息�
�

、
ま
た
名
号
・
御�

影�
�

の
讃�
�

銘�
�

に
至

る
ま
で
親
鸞
聖
人
の
著
作
、
及
び
『
歎�
�

異�

抄�
�
�』

や
先
輩
の
書
物
。
下
巻
は
、
親
鸞
聖
人
真
筆
の

『
観�
�

経�
�
�

註�
�
�

』『
弥�

陀�

経�
�
�

註�
�
�

』
や
『
西�
�

方�
�

指�

南�
�

抄�
�
�』、

源�
�

空�
�

（
法�

�

然�
�

）
聖�
�
�

人�
�

の
御
消
息
、
及
び

親
鸞
聖
人
の
加�

点�
�

本�
�

、
延�
�

書�
�

等
。

◇「
相
伝
篇
」
上
（
第
四
巻
）・
下
（
第
五
巻
）

上
巻
は
、
親
鸞
聖
人
の
直�
�

弟�
�

、
真�
�

仏�
�

、
顕�
�

智�

両
上
人
の
聖
教
抜�
�

書�
�

、
ま
た
本
願
寺
第
三
代

宗�
�
�

主�
�

覚�
�

如�
�

上�
�
�

人�
�

の
著
作
や
伝
記
、
存�
�

覚�
�

上
人

の
著
作
や
自
伝
等
。
下
巻
は
、
第
八
代
宗
主
蓮�
�

如�
�

上
人
の
『
正�
�
�

信�
�

偈�

大�
�

意�

』
や
『
御�

文�
�

章�
�
�

』

等
の
撰
述
、
並
び
に
『
蓮�
�

如�
�

上�
�
�

人�
�

御�

一�
�

代�
�

記�

聞�
�

書�
�

』
等
の
言
行
録
や
上
人
が
敬�
�

重�
�
�

さ
れ
た

典�
�

籍�
�

等
。

◇「
補
遺
篇
」（
第
六
巻
）

前
五
巻
を
補
完
す
る
た
め
の
源
空
聖
人
の
法

語
や
伝
記
、
初
期
真
宗
教
団
や
本
願
寺
の
成
立

に
関
す
る
史
料
及
び
門
徒
の
記
録
、
聖
教
目
録

『浄土真宗聖典全書』完結
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や
系
図
等
。

最
新
の
研
究
を
も
と
に

聖
典
の
編
纂
の
歴
史
は
古
く
、
宗
門
に
お
け

る
大
事
業
で
は
、
宝�
�

暦�
�

十
一
（
一
七
六
一
）
年

の
親
鸞
聖
人
五
〇
〇
回
大�
�

遠�
�

忌�

法
要
記
念
と
し

て
明�
�

和�

二
（
一
七
六
五
）
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
真
宗
法
要
』
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
『
真

宗
法
要
』
は
、
和�

語�

の
お
聖
教
三
十
九
点
の
収

録
で
、
当
時
の
ご
門
主
や
学
僧
が
関
わ
り
、
印

刷
技
術
の
発
展
も
相
ま
っ
て
、
教
学
・
伝
道
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
ま
た
、
す
で
に

述
べ
た
「
浄
土
真
宗
聖
典
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
多

く
の
出
版
物
に
引
用
さ
れ
、
各
種
研
修
会
の
指

定
テ
キ
ス
ト
と
し
て
活
用
さ
れ
る
な
ど
、
広
く

浸
透
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お
、
新
た
な

編
纂
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う

か
。
お
聖
教
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
書
誌
学

（
成
立
年
代
、
筆
跡
、
紙
質
、
体�

�

裁�
�

な
ど
に
関
す

る
学
問
）
を
は
じ
め
と
し
た
研
究
の
進
展
や
新

た
な
資
料
の
発
見
な
ど
、
刻
々
と
変
化
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
研
究
の
進
展
に
伴�
�
�い

、『
聖
典

全
書
』
で
は
、
親
鸞
聖
人
、
蓮
如
上
人
の
筆
跡

な
ど
最
新
の
研
究
成
果
を
盛
り
込
み
、
と
く
に

親
鸞
聖
人
の
真
筆
は
近
年
発
見
さ
れ
た
も
の
も

含
め
て
網�
�

羅�

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
新
た
な

聖
典
が
編
纂
さ
れ
る
こ
と
は
、
時
代
の
要
請
と

も
い
え
る
こ
と
な
の
で
す
。

原
本
情
報
の
収
集

私
た
ち
は
「
学
界
等
で
資
料
的
評
価
を
う
け

る
こ
と
の
で
き
る
善�
�

本�
�

（
す
ぐ
れ
た
本
）
を
翻�
�

刻�
�

す
る
」
こ
と
を
指
針
と
し
、
常
に
学
界
の
動

静
を
見�

据�

え
な
が
ら
編
纂
を
進
め
ま
し
た
。
本

文
を
翻
刻
す
る
際
に
、
も
と
に
な
っ
た
聖
教
・

資
料
の
原
本
（
書
写
本
や
刊
本
）
は
、
そ
の
す

べ
て
が
貴
重
か
つ
重
要
な
も
の
で
す
。
し
か

し
、
各
地
に
点
在
す
る
資
料
の
情
報
は
、
今
な

お
す
べ
て
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
先
人
が
積
み
上
げ
て
き

た
成
果
に
よ
り
な
が
ら
、
慎
重
に
調
査
を
か
さ

ね
、
全
国
各
地
を
ま
わ
り
画
像
と
情
報
を
一
つ

ひ
と
つ
収
集
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、

か
つ
て
は
公
開
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
、
行

方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
も
の
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
活
動
の
蓄
積
が
、『
聖
典
全
書
』

の
編
纂
を
支
え
る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

今
だ
か
ら
こ
そ
実
現

聖
典
編
纂
の
基
底
と
も
い
え
る
原
本
調
査

は
、
私
た
ち
の
力
だ
け
で
は
、
決
し
て
で
き
る

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
、
聖

典
の
編
纂
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
聖

教
・
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
所
蔵
者
の
ご

聖教・資料の原本調査の様子
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好
意
、
ご
支
援
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な

っ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
は
現
代
だ
け
の

話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
記
録
だ
け
が
残
り
、
す

で
に
失
わ
れ
て
い
る
聖
教
・
資
料
が
あ
る
こ
と

を
思
え
ば
、
聖
典
の
編
纂
に
際
し
て
、
貴
重
な

原
本
が
、
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
の

も
の
が
希
有
な
事
態
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で

し
ょ
う
。
そ
の
事
実
は
、
そ
の
ま
ま
、
ど
の
時

代
に
も
、
聖
教
・
資
料
を
後
世
に
伝
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
尽
力
さ
れ
た
方
々
の
存
在
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

浄
土
真
宗
の
歴
史
の
中
で
、
聖
教
・
資
料
に
注

が
れ
て
き
た
力
の
結
晶
に
よ
り
、
聖
典
の
編
纂

が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。『
聖
典
全
書
』

は
、
幾
多
の
時
代
を
経
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
聖

教
・
資
料
の
保
存
・
管
理
・
公
開
、
調
査
研
究

の
積
み
重
ね
、
諸
条
件
が
整
っ
た
今
だ
か
ら
こ

そ
実
現
し
た
聖
典
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

原
本
か
ら
一
字
ず
つ

聖
典
の
本
文
は
、
す
で
に
刊
行
さ
れ
た
も
の

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
れ
ば
良

い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
考
え
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
研
究
の
進
展
、
学
界
の
動
静
に
よ
り
、
私
た

ち
は
、
本
文
の
も
と
に
な
る
原
本
か
ら
選
定
し

な
お
し
ま
し
た
。
基
本
姿
勢
と
し
て
、
そ
の
原

本
画
像
を
注
意
深
く
確
認
し
な
が
ら
、
一
文
字

ず
つ
起
こ
し
、
多
く
の
時
間
と
労
力
を
費�
�

や
し

て
繰
り
返
し
校
正
を
か
け
て
い
ま
す
。
当
然
の

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
姿
勢
は
お
聖
教

の
一
文
字
、
一
文
字
を
決
し
て
お
ろ
そ
か
に
し

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
成

果
は
、『
聖
典
全
書
』
の
本
文
を
は
じ
め
、
校

異
や
聖
教
解
説
な
ど
随
所
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

『浄土真宗聖典全書』完結

段組箇所の例（第二巻 宗祖篇上『唯信鈔文意』）
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ま
す
。

拝
読
の
た
め
の
工
夫

こ
れ
ら
六
巻
そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
拝
読
の
便
を

考
慮
し
て
、
様
々
な
工
夫
を
凝�

ら
し
ま
し
た
。

た
と
え
ば
段
組
で
す
。
右
の
段
組
箇
所
の
例
の

よ
う
に
、
あ
る
一
つ
の
お
聖
教
に
つ
い
て
、
本

文
の
異
な
る
系
統
が
伝
わ
っ
て
い
る
場
合
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
本
文
を
上
下
段
、
あ
る
い

は
上
中
下
段
に
配
置
し
て
対
照
の
便
を
図
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
本
文
の
相
異
が

一
目
瞭
然
と
な
り
ま
す
。
次
に
上
欄
や
下
欄
に

付
し
た
頁
数
で
す
。
こ
れ
は
、
親
鸞
聖
人
の

『
教
行
信
証
』
と
そ
の
註
釈
書
で
あ
る
『
六�
�

要�
�

鈔�
�
�

』
の
よ
う
な
関
連
す
る
も
の
が
、
註
釈
書

か
ら
註
釈
元
の
お
聖
教
で
確
認
で
き
る
よ
う

に
、
該
当
す
る
頁
を
付
し
た
も
の
で
す
。
ま

た
、『
註
釈
版
聖
典
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も

の
に
は
、
や
は
り
、
連
携
し
て
確
認
で
き
る
よ

う
に
、
そ
の
頁
数
を
付
し
ま
し
た
。
他
に
も
、

本
文
理
解
の
補
助
資
料
と
し
て
、
巻
末
に
各
巻

の
特
性
に
応
じ
た
付
録
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

な
お
、『
聖
典
全
書
』
の
サ
イ
ズ
は
、
携
帯
の

機
会
の
多
い
こ
と
を
考
慮
し
た
結
果
、
変
形
Ｂ

６
判
と
し
ま
し
た
。

正
確
な
聖
典
に
基
づ
い
た
伝
道
を

「
自�

信�
�

教�
�
�

人�
�

信�
�

」
の
道
を
歩
ま
せ
て
い
た
だ

く
お
互
い
に
と
っ
て
、
正
確
な
聖
典
の
ご
文
に

基
づ
い
て
こ
そ
、「
阿
弥
陀
如
来
の
智�

慧�

と
慈�

悲�

を
正
し
く
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
」
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
『
浄
土
真
宗
聖
典
全

書
』
を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

念
願
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
総
合
研
究
所
（
０
７
５
─
３

７
１
─
９
２
４
４
）
ま
で
。
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